
総勢60名の方々にご参加いただいた第1回目の『にいがた若者座談会』。大盛
況で終わりました！第 2 回目は、起業、開業、半農半X、複業、古民家、
場づくり、テレワーク、地域おこし協力隊など様々なテーマで活動してい
る先輩移住者をお呼びしたトーク＆交流会を開催します。この回を通じて、ぜひ
一緒に「新潟で複業したい！」「新潟と東京でテレワークしたい！」「半農半Xが理
想の暮らし！」「いつかは新潟でお店を開きたい！」そんな想いを叶えませんか？

もちろん、「まだやりたいことなんて決まってない」「漠然と新潟暮らしに興味あ
る」「色々と情報を集めている段階」なんて方も多いはず。そんな方でももちろん
参加OKです。

一緒にこれからの「暮らし方」「働き方」を話し合っていきましょう！

を考えよう！
理想の「新潟暮らし」を語る会

この座談会を通じて
得られること

STEP2

10 18（Sun）
16：00～18：00

＼こんな故郷なら帰りたい／

オンライン開催

●新潟県出身者同士と繋がれる

●現在の新潟の「暮らし」「働き方」
の情報を得ることができる

●アフターコロナ以降の生き方を見
つめ直すきっかけになる

●新潟にゆかりのある人の考えやア
イディアを学ぶことができる

《Keyword》
起業・開業／半農半X／
複業／古民家・場づくり／

テレワーク／
地域おこし協力隊

＼ ZOOMのブレイクアウトルーム機能を使って、一緒に交流します♪／



「にいがた若者座談会」とは？

にいがたの「働き方」「関わり方」「今の魅力」を学び、語り合う場です。

※若干変更になる可能性もあります。

遠藤 大樹 さん
アンドウッド株式会社  代表取締役

16：00～18：00（Sun）10 18

首都圏等の県外で暮らす新潟県出身者（20～30歳代）参加対象

詳細は右のQR
コードからご覧
ください。

東京都内の木材専門商社でバイヤーとして働き、年間3ヶ月以上
はアジア圏に出張する生活を送る。第二子誕生をキッカケに奥
様のご実家がある新潟へ2017年にIターン。同年7月に沼垂テ
ラスに無垢材のショールームをオープン。

※新潟にゆかりの
ある方もお申込
みいただけます。

「にいがた若者座談会in東京」
 事務局：株式会社第一プログレス（TURNS）

主　催：新潟県　　協　力：一般社団法人にいがた圏／とかとこ／Flags Niigata

03 - 6269- 9732［TEL］ event@turns.jp［MAIL］

STEP2

お問い
合せ先

場　所／
参加費／
テーマ／
内　容／

オンライン
無料
アフターコロナの理想の新潟暮らし
・ゲストトーク  ・交流会

ゲスト

大学進学時に上京し、卒業後は東京の広告代理店などで約5年
間勤務。2017年に新潟市にUターンし、株式会社リプロネクス
トを創業。地域や企業の魅力をインターネットを活用してリア
ルに届けることをテーマに広告事業を展開。

関西で12 年間保育士として働いた後、「人と自然を繋げる仕事
をしたい」という想いが芽生え、 妙高市の国際自然環境アウトド
ア専門学校に進学。地域おこし協力隊を経て、この秋、古民
家の拠点施設『こつぼねの家』をオープン。

都内の保育園にて5年間勤務した後、妙高市の国際自然環境
アウトドア専門学校に社会人入学。その後は地域おこし協
力隊を経て、津南町で民泊『柳の家』を運営するとともに、
『Classic Lab』として雪国のならではの暮らしを発信している。

気になるワードはありますか？

16：00
16：30

17：45
18：00
18：00
19：00

ゲストトーク

交流会＠ZOOM
ブレイクアウトルーム

インフォメーション

終了

「（オンラインツール）Remo」で
アフター飲み会（任意参加）

タイムスケジュール

〜

藤田 献児 さん
株式会社リプロネクスト  社長

諸岡 龍也 さん
『こつぼねの家』運営

諸岡 江美子 さん
『Classic Lab』主宰、民泊『柳の家』運営

千喜良 たまきさん
eat plan（イートプラン）代表  管理栄養士

都内に進学・就職した後、新潟の食文化の豊かさに気が付き、
2011年に故郷の南魚沼市にUターン。「健康になるためには農
業を知ってもらうことが大切。」と考え、田植え・稲刈りツアー
を開催したり、料理教室の講師を行っている。

新潟市出身。18歳から若者と政治をつなげる活動を始める。
2017年には博報堂DYメディアパートナーズグループ ONESTORY
に入社し、2020年には新潟出身の20-30 代をつなぐ「Flags 
Niigata」を設立。地域資源の発信と価値創造に取り組んでいる。

横浜市出身。東日本大震災を機に「地方との関わることを仕事に
する」と志し、2015年に十日町市にIターン。現在は、“「想い」
をカタチにする”をコンセプトに夫婦で『とかとこ』を立ち上げ、
編集・デザイン・撮影・ライティングなどを行う。

後藤 寛勝 さん
Flags Niigata 代表／プロデューサー

大塚 眞 さん
『とかとこ』経営ディレクター／ライター／
TURNSアドバイザー

起業・開業／半農半X／複業／
古民家・場づくり／テレワーク／
地域おこし協力隊

《Keyword》


